
ビジュアルコミュニケーションシステム LiveOn 導入事例

LiveOnが安心・安全な金融機関の業務環境を提供。
ストリーミング機能との組み合わせで教育改革にも貢献

利用目的
社内会議

社員研修・研修配信
社内イベント

業　種

金融・保険

社員規模

����～����名

導入前の課題

LiveOnで解決！

各種社内イベントでの接触リス
クの回避

金融機関で取り扱う情報に適し
たWeb会議システムの導入

受講者や組織の状況に対応する
柔軟な教育カリキュラムの提供

●

 

●

 

●

大規模イベントでも遠隔から
参加することで接触リスクを
抑制

国産かつオンプレミス型の採
用でWeb会議でも堅固なセ
キュリティ環境を確保

Web会議やストリーミングを
組み合わせて状況に適した形
式で柔軟に研修を実施

密な業務環境をできるだけ発生させない
����年初頭から新型コロナ感染症の影響が拡大し、具体的な�密対策の重要性が増してきた。しかしそ
の時期は入庫式や新人職員研修など人が集まる機会が多くなる時期でもある。また、日頃から集合型
の研修も実施しており、会議なども含めてできるだけ密な環境を作らずに業務を行う必要があった。

状況に合わせて柔軟に学ぶことができる研修の仕組みが必要
これまでは集合型の研修を中心に職員の教育研修を進めてきたが、人の成長度合いや店舗の状況が
異なるため、それだけでは効率的とは言えない。職員が自由な時間に必要な内容を学べる環境が必要
だと考え導入を検討したのが、動画をストリーミング配信するシステムだった。

金融機関としてセキュリティを最重要視
金融機関である当金庫で使用する際に最も重視するのはやはりセキュリティ。オンプレミス環境で高度
なセキュリティを確保でき、かつ国内のシステムであるという安心感からLiveOnを採択した。

多拠点接続時でも劣化しない品質と、他社とは一味違うサポート力
画像や音声などの通信品質も重要な選定理由だ。当金庫では���カ所程度を同時接続して行う会議や
イベントでの使用も想定しているので、特に多拠点で接続する場合の品質を重視した。また、「他社と少
し違うな」と感じさせられたのがサポート面だ。何度も足を運んで接続確認をしたり、初期設定をしたり
するなど非常に丁寧に対応してもらった。導入後も、重要な会議開催時にカメラトラブルが発生したこ
とがあったが、ジャパンメディアシステムさんがすみやかに代替機を用意してくれたので難を逃れること
ができた。

Web会議とストリーミングを同環境内で効率良く管理
ストリーミング配信に関してはLiveOnストリーミングのみで導入検討を進めた。研修の内容によってラ
イブ配信とストリーミング配信を使い分けていくことを考えていたので、同じLiveOnの環境内であれば
効率的に管理することができると考えたからだ。

クラウドからオンプレミスへのスムーズな移行が可能
導入当初は、各種イベントをいかに低リスクで実施するかが優先課題であったため、速やかに立ち上げ
できるクラウド型で導入。しかし、その後庫内の会議で活用することを考えると、オンプレミス環境が望
ましい。LiveOnではクラウド型からオンプレミス型にスムーズに移行でき、当金庫の課題解決に最適
だった。

導入前の課題

LiveOn選定の決め手
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����年創業の碧海信用金庫様は、地域金融機
関として地域の成長・発展に貢献することを第
一の目標としている。最新の「第��次中期経営
計画」では「付加価値の高いソリューション提
供により地域力を強化する信用金庫への変革
」を�カ年ビジョンとして掲げ、大胆な変革に取
り組んでいる。

碧海信用金庫

密な業務環境をできるだけ発生させない
����年初頭から新型コロナ感染症の影響が拡大し、具体的な�密対策の重要性が増してきた。しかしそ
の時期は入庫式や新人職員研修など人が集まる機会が多くなる時期でもある。また、日頃から集合型
の研修も実施しており、会議なども含めてできるだけ密な環境を作らずに業務を行う必要があった。

状況に合わせて柔軟に学ぶことができる研修の仕組みが必要
これまでは集合型の研修を中心に職員の教育研修を進めてきたが、人の成長度合いや店舗の状況が
異なるため、それだけでは効率的とは言えない。職員が自由な時間に必要な内容を学べる環境が必要
だと考え導入を検討したのが、動画をストリーミング配信するシステムだった。

金融機関としてセキュリティを最重要視
金融機関である当金庫で使用する際に最も重視するのはやはりセキュリティ。オンプレミス環境で高度
なセキュリティを確保でき、かつ国内のシステムであるという安心感からLiveOnを採択した。

多拠点接続時でも劣化しない品質と、他社とは一味違うサポート力
画像や音声などの通信品質も重要な選定理由だ。当金庫では���カ所程度を同時接続して行う会議や
イベントでの使用も想定しているので、特に多拠点で接続する場合の品質を重視した。また、「他社と少
し違うな」と感じさせられたのがサポート面だ。何度も足を運んで接続確認をしたり、初期設定をしたり
するなど非常に丁寧に対応してもらった。導入後も、重要な会議開催時にカメラトラブルが発生したこ
とがあったが、ジャパンメディアシステムさんがすみやかに代替機を用意してくれたので難を逃れること
ができた。

Web会議とストリーミングを同環境内で効率良く管理
ストリーミング配信に関してはLiveOnストリーミングのみで導入検討を進めた。研修の内容によってラ
イブ配信とストリーミング配信を使い分けていくことを考えていたので、同じLiveOnの環境内であれば
効率的に管理することができると考えたからだ。

クラウドからオンプレミスへのスムーズな移行が可能
導入当初は、各種イベントをいかに低リスクで実施するかが優先課題であったため、速やかに立ち上げ
できるクラウド型で導入。しかし、その後庫内の会議で活用することを考えると、オンプレミス環境が望
ましい。LiveOnではクラウド型からオンプレミス型にスムーズに移行でき、当金庫の課題解決に最適
だった。

導入後の効果・感想

LiveOnを活用した今後の事業展開など

ご活用用途

ビジュアルコミュニケーションシステム LiveOn 導入事例 碧海信用金庫 様

小規模会議から大規模イベントまでさまざまな場面で活用
本部の部長会やエリアのブロック長が参加するブロック長会議、営業担当者会議など、さまざまな会
議において最大限活用している。会議の規模も数名規模のものから総数約���名が参加する大規模
のものまで使用している。

集合型の遠隔研修とストリーミング配信を組み合わせた進化系研修カリキュラム
座学などは原則LiveOnを使用して集合型で実施。グループワークやロールプレイングなどのインタラ
クティブな研修は、対面による集合研修を主としているが、LiveOnを活用することで遠隔から参加でき
るような環境になり、様々な変化に対応が可能となった。LiveOnストリーミングによるオンデマンド配
信では、現在、預金や融資、コンプライアンスなど��項目にわたり、���本の動画を配信。職員は自分の
都合の良い時間に必要なものを学習できる。さらに、受講状況を確認できるので、必須研修などの受
講管理も容易だ。

密な環境の発生を抑え、コストや環境負荷削減にも貢献
LiveOn導入によって、当初の課題であったイベントや会議などで密な状態を発生させることはなくなっ
た。これにより、接触リスクを低下させるだけではなく、移動時に発生するコストを抑え、さらに移動時に
必要なCO�の排出量削減にもなることから環境負荷の低減にもつながっている。

柔軟な研修カリキュラムが多彩な成長機会を提供
LiveOnストリーミングによって、自由な時間に研修を聴講できるようになったのは大きなメリットだ。業
務上時間の都合がつかなかったり、短時間勤務制度を使っている職員でも、やる気さえあればどんど
ん知識を吸収して自己成長につなげられている。職員の成長の機会をより多く提供できているのは大
きな成果だ。その他にも、わざわざ研修するほどではないが文書だけでは少し説明不足になるような
周知事項を動画で配信するというような使い方も効果的だ。

ストリーミングコンテンツの拡充と遠隔サポート窓口の検討
まず取り組みたいのが、LiveOnストリーミングのコンテンツの拡充だ。例えば今後ますます関心度が高
まると考えられるカーボンニュートラルやSDGs関連の融資商品に関する紹介コンテンツが考えられ
る。その他にもLiveOnの遠隔窓口機能を使って、相続などの専門性の高い業務を本部の専門スタッフ
が遠隔からサポート。円滑に手続きを進めることでサービス品質向上につなげることを検討している。

碧海信用金庫
経営管理部 部長　榊原様

碧海信用金庫
経営管理部 副部長　山本様


